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事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人バイオマスワークあったらし会 

２ 

事 業 名 称  
曽木の滝公園もみじ祭りスランプラリー 

３ 

実 施 日 時  
平成 30 年 11月 23日～25日 

４ 

実 施 場 所  
曽木の滝周辺 

５ 事業目的、内容 

  及びその効果 

（事業実施状況・内容） 

曽木の滝もみじ祭りは、曽木の滝公園で毎年１１月下旬のもみじ紅葉時期に

開催し多くの観光客が訪れます。もみじ紅葉時期に併せ、これまで気付かなか

った曽木の滝周辺の見所のリーフレットを作成し、参加者が歩きながら大

鶴湖の自然や見所を「ぬりえラリー」方式で廻る楽しいイベントになるよ

うに工夫し、また地元料理店の協力により特産品の米や黒豚等で作った新

作料理を来訪者に提供し、美味しいおもてなしにも努めました。 
なお、イベントは地元の大口高校生が中心となり、他高校の伊佐農林高校と

大口明光学園や交流ある日本大学生及び近隣ＮＰＯ等と、企画から本番まで協

働しながら取り組みました。 

また、曽木の滝からなる大鶴湖の下流域に位置する鶴田ダムの再開発事

業を高校生達に体験してもらうため、視察研修にてダム事務所の職員等か

ら事業説明を受けながら意見交換等を行い交流しました。 

（事業実施効果） 

イベントの楽しい・美味しい情報を SNS で発信し、地元テレビへの出演やユー

チューブを使った動画発信等、現場からライブ感のある情報発信を行ないまし

た。また、伊佐にある地域特産品（米や黒豚等）を紹介しながら、一日中楽

しめるように工夫し、交流人口の増加に努め地域活性化に貢献しました。 

６ 

参 加 内 訳  

総人数                          1,250名 

（１）主催者参加                            80名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                   1,170名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                         名 

７ 

今 後 の 方 針 

今回のもみじ祭りは 2 年ぶりに天候に恵まれ、イベントの準備から本番まで順

調に進めること出来ました。 

また、新しいアイデアも積極的に取り入れ、他校の高校生とも協力を深めること

が出来たので、今後は、イベント交流人口を益々増やすため、曽木の滝の魅力

を再発見できる取り組みを考えています。 
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鶴田ダム研修：再開発ダム放水口付近      鶴田ダム研修：会議室にて再開発事業説明  

 
 
スタンプラリー受付：親子を高校生が対応    スタンプラリー受付外観：曽木の滝公園 

 
 
スタンプラリーポイント受付：曽木の滝      スタンプラリーポイント受付：展望台 

 

  

 

  

 


